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研究概要︓塩素処理水中で臭気原因物質クロロアニソール類の生成に関与する Mycolicibacterium 属細菌由来 O-メチルトランスフ
ェラーゼを同定しました。さらに、その酵素遺伝子を大腸菌で発現させることで 2,4,6-トリクロロアニソール（2,4,6-TCA）生成を実証しま
した。本研究成果は、水環境における臭気発生機構の解明や、臭気発生リスクの評価技術の開発につながることが期待されます。 

研究背景︓塩素処理された水道水や塩素処理された下水処理水が放流される河川では、カビ臭や異臭の原因となる 2,4,6-TCA が
検出されることがあります。これまで、2,4,6-TCA は主に真菌によって生成されると考えられてきましたが、水環境中では細菌もその生成
に関与している可能性が指摘されていました。そのため、水環境における臭気発生の仕組みを解明するためには、2,4,6-TCA 生成に関
与する細菌や酵素を明らかにする必要がありました。 

研究成果︓クロロアニソール類を高効率で生成するMycolicibacterium属細菌の全ゲノム解析により、2,4,6-TCA生成に関与するO-

メチルトランスフェラーゼを同定しました。さらに、当該酵素遺伝子を大腸菌で発現させることで、前駆物質である 2,4,6-トリクロロフェノー
ル（2,4,6-TCP）から 2,4,6-TCAが生成されることを実証しました（図）。これにより、細菌による 2,4,6-TCA生成の分子機構の一端
を明らかにしました。

社会への影響︓クロロアニソール類生成に関与する細菌酵素を指標として、水環境における臭気発生リスクを評価することが可能とな
ります。これにより、水道水や河川水における臭気問題の予測や水質管理技術の高度化への貢献が期待されます。 

専門用語︓ 

クロロアニソール︓水道水や河川などでカビ臭の原因となる化合物群のひとつ。2,4,6-トリクロロアニソール（2,4,6-TCA）などは、1
ng/L程度のごく微量でも臭いを感じる。 

O-メチルトランスフェラーゼ︓化合物にメチル基（－CH₃）を付加する酵素。本研究では、クロロフェノール類をクロロアニソール類へ変
換する反応に関与する酵素を指す。 

全ゲノム解析︓生物が持つ全ての遺伝情報（ゲノム）を解析し、特定の機能に関与する遺伝子や酵素を探索する手法。 
前駆物質︓ある物質が生成される前段階となる化合物。 
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